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　２ＳＫ２４１　抵抗負荷ＩＦアンプ（ＡＧＣ付き）の実験
ＣＹＴＥＣ　　２０１６／１１

（１）実験回路

（２）ＡＧＣ電圧を変化させたときの出力特性

ＲＦ　Ｉｎｐｕｔ　＝　０．６Ｖ（１８ＭＨｚ）　ＩＮＰＵＴ端子にて測定

ＯｕｔＰｕｔ（Ｖ） 入力電圧は、５０オ－ムの両端の電圧
0 0.51 出力電圧は、２２０オ－ムの両端の電圧
-0.2 0.44
-0.3 0.39 Ｖａｇｃの電圧を、０Ｖ～－１．３Ｖまで変化
-0.4 0.33 させたときの出力電圧の変化を見る。
-0.5 0.28
-0.6 0.22 測定は、オシロスコ－プで値を読んだため
-0.8 0.14 読み取り誤差が、含まれています。
-1 0.07
-1.1 0.05
-1.2 0.027
-1.3 0.016
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２ＳＫ２４１抵抗負荷ＩＦアンプ特性

（ＡＧＣ特性）
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